
坂本龍一さん「メッセージ」  

 

世界的な音楽家として知られた坂本龍一さんが、3 月 28 日に亡くなった。坂本さん

の「メッセージ」を投稿で紹介したが、レポートにも記録しておきたい。 

2022年 12月 8日に見つけたメッセージから 

「戦争は外交の失敗と定義されている。攻めてきたらどうするんだという人がいるが攻

められないようにするのが日々の外交の力。それを怠っておいて軍備増強するのは本末

転倒ですね」 

 

東京新聞 2023年 3月 15日朝刊 1面に掲載されたメッセージ全文。 

2011年の原発事故から 12年、人々の記憶は薄れているかもしれないけれど、いつまで

たっても原発は危険だ。 

いやむしろ時間が経てば経つほど危険性は増す。 

コンクリートの劣化、人為的ミスの可能性の増大、他国からのテロやミサイル攻撃の可

能性など。 

なぜこの国を運営する人たちはこれほどまでに原発に固執するのだろう。 

ロシアによるエネルギー危機を契機にヨーロッパの国々では一時的に化石燃料に依存

しながらも、持続可能エネルギーへの投資が飛躍的に伸びているというのに。 

わが国では、なぜ未完成で最も危険な発電方法を推進しようとするのか分からない。 

発電によってうまれる放射性廃棄物の処理の仕方が未解決で増えるばかり。 

埋める場所もない。 

事故の汚染水・処理水も増えるばかり。事故のリスクはこれからも続く。 

それなのに何かいいことがあるのだろうか。 

世界一の地震国で国民を危険にさらし、自分たちの首もしめるというのに、そこまで執

着するのはなぜだろう。 

 

坂本さんは 2011 年の東日本大震災後、被災地出身の子どもらによる「東北ユースオ

ーケストラを創設し、代表・監督を務めるなど被災者を支援してきた。環境保護や脱原

発に強い関心を持ち、13 年には本紙記者約 100 人と、震災・原発と報道をテーマに意

見交換。討論をまとめた「坂本龍一×東京新聞  脱原発とメディアを考える」（東京新

聞）が刊行された。 

21年 1月に直腸がんを公表し、今も闘病中。昨年 12月には、事前収録した無観客の

ピアノ・ソロ・コンサートを日本や欧米、アジアなど約 30 の国や地域に配信し、体調

面から「これが最後になるかもしれない」とコメントしている。 

     

                               (2023年4月4日)           


